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1　 は じめに

　 近年 、 生 活習慣病の 多発や超高齢社会 を間近

に し て 、国民の健康志向が急速に 高 まりをみ せ

て お り、ア メ リカや ヨ ーロ ッ パ と同様 に 日本で

もサ プ リメ ン トへ の 関心 とその 利用 とが急増 し

て い る 。

　サ プ リ メ ン トと い う言葉 に つ い て は こ こ 数

年、食品 と医薬品 ・医薬部外品 との 間に位置す

る とい う認識が 行 き渡 っ て 来た と思 わ れ る 。

か っ て、食 品とし て の ドリ ン ク が ア ン プ ル の 形

状で 出た こ とが あ っ たが 、サ プ リメ ン トは概 し

て食品の栄養成分 を抽出 してか つ 濃縮 し て い る

関係で 、 ドリ ン クや錠剤や カプ セ ル 等さま ざ ま

の 形態 をとっ て い る 。 こ の 趨勢 を受けて 、平成

13年の 国民 栄養調査で は、食生活状 況調査 の 満

15歳以上を対象に 、 ビ タ ミ ン ・ミネラ ル の利用

状況の 把握 を行 っ て い る 。

　今回 、 高校生 と大学生の 保護者にサ プ リ メ ン

トに関 して ア ンケー トに よる意識調査 を行 っ た

結果に つ い て 報告する 。

　調査 時期　調査 対象 ；

　調査時期は平成 15年 4 月と 7 月で ある 。

　調査対象は工 業高等専門学校 5 年生 36名 ・短

大 2 年生47名 ・大学 1年生 31名計 114名の各 々 の

家庭 で、内訳 は男性 19名 、 女性95名で ある 。

表 1　 対象の 内訳 （人）

20代　　40代　　50代　 60代　 70代
男性　　 6 0 11 0 2

女性　 　 9 48 31 7 0

ア ン ケ
ー

ト用紙　巻末に示 した。

皿　結果

1） プ リメ ン トとい うこ とばにつ い て

　表 2 に 結果を示 した 。

”

知 っ て い る
闘

とい う割合

は男性が66．7％ 、 女性が 58．9％ で や や男性に多

く、

Pl

知 らない
1「
とい う割合は男性が ILI°

／o、女性

が 7．3％とやや男性 に多 い 。

表 2　 サプ リメ ン トの認 知度　 （％）

性別 知 っ て い る 聞 い た こ と はあ る 知らな い

男性　　 66．7 22．2 11．1

女性 　 　 58．9 33．8 7．3
ll　調査方法 平均　　 62．8 28．0 9．2

い しづ か 　み つ よ　　 とみ お か 　て つ ひ さ　　 くわ も り　 とよ み （食物栄養学科）
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”

知 っ て い る
”

と
”

聞 い た こ とは ある
” 8 を合わせ た

全体の 平均で 90．8％が 認知 して い る 。

2 ）医薬品 との 差異に つ い て

　表 3 に結果 を示 した 。 サ プ リメ ン トは食品 と

して 規定され て い る の で ある が 、 は っ き りと
ll

違

う
11

と考えて い る割合は男性 53．1％ 、 女性が83．3％

で
IT

わか らない
1T

割合は男性 35．4％ 、 女性7．4％で あ

り、正確な認識の 割合 は女性が 高か っ た 。

　れ る もの の 摂取状況 を示 した。ビ タ ミ ン や ミ

　ネ ラ ル と異 なり、男女聞にはか な り差 がみ ら

　れ た 。 男性で は無摂取が 692％ と多 く、 女性で

　 も40．4％ を占めて い た 。

表 6　 ハ
ーブ摂取 　　（％）

性別 ブルーベ リ
ー

クランベ リ
ー

ア ロ エ ノコギリヤシウ コ ン

男性 　 16．7 0 16．7 0 0

女性 　 259 3．6　　 10．9 0 6．8
平均 　 21．3 1．8　　 13．8 0 3．4

アガリクス ダイズイソフラボン イチ ョ ウ DAN 無摂取

0 0 8．383 　　69．2
3 ）摂取内容に つ い て （重複回答）

（1）ビ タ ミ ン 　　（％）

　 表 4 に ビ タ ミ ン の 摂取状況 を示 した 。 男女

共に約半数は摂取 して い な い 。 摂取が最 も多

い の は男女共に ビタ ミ ン Cで あ っ た。

表 3 　医薬品 と の 差異 　 （％）

3．7 1．8 4．64 ．6　　40．4
1．8 0．9 6．46 ．4　　54．8

性別 薬と同 じ ちが っ て い る わか らな い 無記入

4 ）　 食事に つ い て

表 7　 食事回数　　（％）

性別　　毎日 3 回　　2 回 もある　　その他

男性 69．2 15．4 0

男性 　　 0 53．1 35．4 1L5 女性 76．8 185 0

女性 　 　2．2 70．O 13．3 14．5 平均 730 17．0 0

平均　 　1．1 61．5 24．4 13．0

表 4 　 ビタミ ン摂取 　 （％）

性別 VBVC 　 VAVD 　 VE カ ロ テ ン 無摂取

　 1 日の 食事回 数は70％ 以上 が毎日 だ い た い

3 回と回答 して お り、 後述の ど こ で 食事す る

か とい う回答 との 連動が考 えられ る 。

男性 7．872217 ．713 ．813 ．8　 9．0　 53．8
女性 21．431 ．010 ．43 ．216 ．4　 6．3　 52．0
平均 14．651 ．614 ．08515 ．1　 7．6　 52．9

表 8　 間食の状況 　　（％）

性別 間食で補う 食間はお茶 自宅では間食 ほとんど問食なし

男性 　 　0　 　 308
女性　　14、8　　 222

23．1 15．4

（2 ） ミネラ ル

　 表 5 に ミネラ ル の摂取状況 を示 した 。 男女

共に半数以上は摂取 して い ない 。 摂取が最 も多

い の は男性は鉄で 女性は カル シ ウ ム で あ っ た 。

29．6 18．5

平均 　 　7．4 265 26．4 17．0

表 9　 食事場所　　（％）

性別　 自宅　 昼　外食　 夜　外食　 夜　 自宅

男性 　 23．1 7．7 7．7 46．2

表 5　 ミネラル 摂取 　 （％） 女性　 42．6 92 18 51．8
性別 CaMgFeMnCuZnMoSeCrI2 無摂取 平均　 328 ＆4 48 49．0

男性 5．65 ．613 ．80 　0　0　0　0　0061 ．5

女性 17．87 ．8925 ．61 ．81803 ．703 ．758 ．8 表 10　苦手な 食材　　（％）

平均 1L76711 ．52 ．80 ．90 ．901 ．801 ．860 ．2 性別 野菜 キノコ．仙菜芋 海藻 肉　 魚 乳製品 アレルギー

男性　 0　 7．7　 0　 0　 15．47 ．77 ．7　 0

（3 ）ハ ーブ等

　 表 6 にハ ーブ等の うち 、 サプ リメ ン トとさ

女性　3．7　 0　 3．7　3．713 ．05 ．65 ．6　 3．7

平均　18　 3．8　 1B　 1．814 ．27 ．27 ，2　 1．8
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　肉類の みは男性 15．4％、女性13．0％ と他の 食

材に比 べ 苦手な割合が高 い 。

一方地域性 とし

て、魚類 は男性7．7％、女性 5．6％ とそれぞれ約

1 ／ 2 で ある 。

り、 利用者 はその 情報に よ っ て 選択 を行 う。

表示の うち ど こ が最 も読 まれ て い る の か質問

し表 13に結果 を示 した。

表 13　表示につ い て 　　（％）

性別 成分 着色料 保存料 水なし 製造保存期間そ の他

5 ）　 栄養バ ラ ン ス につ い て 男性 7．7　 15．4　 7．7　　 0 30．8 0

女性 40．7　278　 24．1　 5．6　　 48．1 0

表 11　栄養バ ラ ン スの注 目点　　（％） 平均 24．2　21．6　 15．9　 2．8　　 39．4 0

性別 ビタ ミン カロ リ
ー

ミネラル 気にしない そ の他

男性　　0 7．7 7．7 53．8 0
女性　 222　　 44．4　　 7．4 31．5　　 3．7
平均　 11ユ　　 26．0　　 75 42．6　　 1．8

　男性で ぱ 食品 の 栄養バ ラ ン ス は気に しない

”

と い う割合が 53．8％ と女性の 約 1．7倍を示す。

女性は食 品の カ ロ リ
ービ タ ミ ン が 気 に なる

”
割

合が高 い 。

6）サプ リメ ン ト利用動機

　　こ れ まで の 質問を踏ま えて、現 に利用 して

　 い る もし くは利用 した い と考え て い る場合、

　何が大 きな動機か を質問 した 。 結果は表 12に

　示 した 。 男性 は
”

友人や 知人に良い と聞 い た の

　で
11

利用 とい う割合が 15．4％ で 、女性 は
lt

食事自

　体の 充実がむ つ か しい の で
”

が 24．1％ 約 1 ／ 4

　で あっ た 。 不調 とい う割合は女性16．7％ と第 2

　位で あるが、男性に つ い ては女性 の 約 1／ 2

　で低か っ た。

表 12 サプ リメ ン トの 利用 動機　 （％）

性別 食事の充実困難 ス トレスの増加 服薬まででない 不調

　
1

製造月 日や 品質保持期間 な どは よ く読む
11

と

い う割合は男性で 30．8％ 、女性で 48．1％ を示 し

て い る。これ に比 べ る ど成 分な どをよ く読む

”

の 男性7．7％、女性40．7％ は低 い の で よ りわか

りやす い 表現 と共に利用者 の 知識ア ッ プも必

要で あろ う。 また こ れ まで の 食 品添加物 の 知

識が定着し、着色料や保存料に注 目して い る

割合が つ い で 高か っ た 。

8 ） 自由記述一食事以外に摂取 されて い る物
一

　 キ トサ ン含有食品、 ダ イエ ッ ト食品 、 プ ロ ポ

　リス 、 健康茶 、 にんに く卵黄 、 シ ソ の 実油等

男性 0 7．7 0 7．7
女性　　24．1 0 9．2 ユ6．7
平均　　ユ2D 3．8 4．6 12．2

ハ
ー

ブ類に関心 友人知人 薬局の すすめ その他

0 15．4 7．7 77

0 148 7．4 5．6

0 15．1 7．6 6．6

7）表示の 着眼点

　　さまざまの サプ リ メ ン トは表示の 義務が あ

IV　考察

　サ プリ メ ン トは男女共に 9 割に 認知 され て い

るが 、

IT

サ プリメ ン トは薬 と同じか どうか判 らな

い
門

が 24．4％ あ っ て 、 食 品で ある とい う認識 を

持 っ て もらう必要を感 じた 。 また そ の 認知は男

性が高 い がは っ きりと食品で ある と い うの は女

性が高い
。 男性 ぱ 栄養バ ラ ン ス を気に しな い

ll

割

合が53．8％ 、 女性は 31．5％で 、一
方

1

食事の 充実が

困難
「

が男性 0 ％ 、 女性 24．1％ と い う割合 との 関

係が示 された 。

　今回調査で は、ビ タ ミ ン 、 ミネラ ル 、ハ ーブ

をサプ リメ ン トか ら摂取 して い な い 割合は それ

ぞれ 529％ ， 60．2％ ， 54．8％ と い ずれ も半数以 上

が利用 して い な い 。 これ は73．0％ が毎 日きっ ち り

食事し、32．8％ が昼 ・夕食、49％ が夕食を自宅で
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と っ て い て 、 おお むね食事の 充実が で きて い る

た め で ある と思われる 。 ビタ ミ ン はCの摂取が高

く、これ は販売が多 い こ と、宣伝 も頻繁 で ある

た め と考 え る 。 ミネラ ル は Caが女性の 17．8％に

摂取 され 、 目本人に不 足 しが ち と い う点 と 、 骨

粗鬆症 の 認識 と い う点が考えられる 。

　 表示で ば 製 造年 月日や品質保持期限な どは よ

く読む
tp

が多い こ とか ら 、 こ の 点で は食品と同様

新鮮 で あ る こ とが求め られて い た 。 前述 の よ う

に女性 は利用動機 としで 食事 の 充実が 困難
”

の割

合が 高く、
「

城分などをよ く読む
11
の も男性7．7％ に

対 して女性は 24．1％ と高か っ た 。

　本来サ プ リ メ ン トの 使用 に あた っ て は、食生

活 の 充実が基盤 で あ り、 や むをえぬ 場合 に の み

使 うの が望 ま し い と著者 らは 考える 。 そ の 際の

「や むをえぬ 場合」 とい う判 断基準は か らだ の

状態が望 まし くな い との 判断で あ り、個人 の 責

任で の 判 断と服用が 多 い
。 含有成分等に よ っ て

は過剰症 も考え られ 、服用量がその 人に とっ て

適正か等の 正 しい 助言が 必要で あろ う。

　 こ の 点で 今日、日常生 活を離 れた 医療 の 現場

で は か らだ の 状況 を評価 するため ア セ ス メ ン ト

が行 われ始め て い る。こ れは

1 身体計測　 2 血液検査 　 3 臨床検査　 4食事

摂取調査　 5環境要因　 6 心 理状態　等

か らなっ て い る 。 しか し個人が こ れ らすべ て を

日常生 活で 行 うの は不可 能とい える 。 したが っ

て 栄養士 の 立場 として、食生活 の 重要性に 鑑み

日常で い かに 食事評価するか、身体状況を把握

するか の 方法の 確立が 不可 欠であ る。また食事

を構成する食材 とサ プリ メ ン トとの 関わ りが今

回 明確で は な い の で 、 再度調 査 した い
。

食材 ・食事 ・個人 とい うさ まざまな立場か ら栄

養士養成校 として 今後 も研究 を進めた い
。

V 　 ま とめ

　サ プ リメ ン トは男女共に 9 割に認知され て い

る 。 しか し薬と同じか どうか判 らない
T「
が24．4％

あ っ て、食品で ある とい う認識が浸透して い な

い とい える 。 ビタ ミ ン で はCの摂取が高く、ミネ

ラル はCaが女性の 17．8％ に摂取 され て い た。ま

たビタ ミ ン 、ミ ネ ラ ル 、ハ ーブ をサ プ リ メ ン ト

か た摂取 して い ない 割合は それぞ れ52．9％、60．2

％、54．8％ とい ず れ も半数以上が利用 して い な

い 。 こ れ は73．0％が毎日きっ ち り食事 し、32．8％

が昼 ・夕食、49％が夕食を 自宅で と っ て い て 、

おおむね食事 の 充実が で きて い る た め で ある と

思われ る 。 また サプ リ メ ン トの 利用 に当た っ て

は 、 食生活の 重要性に鑑み 日常の 生 活の 上で い

か に食事評価す るか、個人個人の 身体状況を把

握するか とい う方法 の 確立 が不可欠で ある と認

識 した 。
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サプ リメ ン トに関するア ンケ ー ト

富山短期大学　食物栄養学科　石塚 　盈代 、 富岡　徹久、桑守　豊美

※ さまざ まな理 由で食事が不足だ とい う時にサ プリ メ ン トが 用 い ら れ ます。

　こ の サ プ リメ ン トにつ い て 以下 にお答えい た だ きます うよ うお願 い い た します 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［○印 をお つ け下 さい
。 ］

alDC

d

e

お答え い た だ く方は、　 （ ）男性 ・ （ ）女性

年代は、　（ ）20代 ・ （ ）30代 ・ （ ）40代 ・ （ ）50代 ・ （ ）60代 ・（ ）70代 ・ （ ）80代

サ プ リ メ ン トとい うこ とばを こ ぞ ん じで したか 。

（ ）知 っ て い る　　（ ）聞い たこ とはある　　（ ）知 らない

薬 と同 じだ と思われ ますか、違 うと思わ れ ますか 。

（ ）同 じだ 　　（ ）ちが っ て い る　 （ ）わか らない

現在食事の外 に摂 っ てお られ る もの があれば （ ）に○印 、 摂 っ て お られ る もの がなけれ ば × 印の

どちらかを つ けて下 さ い 。

ビ タ ミ ン

（ ）ビ タ ミ ン B群 　　（ ） ビ タ ミ ン C　（ ）ビ タ ミ ン A 　　（ ） ビ タ ミ ンD 　（　） ビ タ ミ ン E

（ ）カ ロ テ ン 　　（ ）まっ た く摂 っ て い な い

ミ 不 ラ ル

（ ） カル シウ ム 　（ ） マ グネシウ ム 　（ ）鉄 　（ ）マ ン ガ ン 　（ ）銅 　（ ）亜鉛

（ ）モ リ ブ デ ン 　 （ ）セ レ ン　 （ ）ク ロ ム　　（ ）ヨ ウ素　　（ ） まっ た く摂 っ て い な い

ハ ーブ等

（ ） ブ ル ーベ リ
ー　 （ ） ク ラ ン ベ リ

ー　 （ ）ア ロ エ 　 （ ） ノ コ ギ リヤ シ　 （ ）ウ コ ン

（ ）ア ガ リス ク　 （ ）大豆 イ ソ フ ラボ ン　 （ ） い ち ょ う　 （ ）DHA

（ ）まっ た く摂 っ て い ない

そ の 他食事以外に摂 っ て い ら っ し ゃ る もの があれば、　［　 ］内にお書 き下 さい 。
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ご 自分に あて は まる （ ）に○ をつ けて 下さい 。 1 つ 以上 の こ と もある と思 い ます 。

☆食事に つ い て お 聞きします 。

　健康 の基本は食事にあ っ て、栄養士 はその 専門家で す 。 そ こ で 皆さん に 、 ご 自分で 実行 して お られ る

　 バ ラ ン ス の 良い 食事 につ い て御 うかが い します 。

・ （ ）毎日だ い たい 3 回　 （ ）忙 しい と 2 回の こ ともある　 （ ）その 他

・ （ ）食事で 不足す る分 を間食で 補 う　 （ ）食事 と食事の 間はお 茶程度で ある

　　（ ）職場で は 間食しない が 自宅で する場合 もある　 （ ）ほ とん ど間食 しない

・ （ ）昼 、 夜共ほ とん ど自宅で食事で きる　 （ ）昼は外食が多 い 　 （ ）夜外食 になる こ とが多い

　　（ ）夜はほ とん ど自宅で食事で きる

・ （ ）食材で は野菜が苦手　　（ ）キ ノ コ や 山菜が苦手　　（ ）イ モ 類が苦手

　　（ ）海藻類が食べ に くく苦手　　（ ）肉類が苦手　　（ ）魚類が苦手　　（ ）乳製品が 苦手

　　（ ）ア レ ル ギ ーがあっ て 食べ られ な い 食品が ある

☆栄養バ ラ ン ス につ い て お 聞きします 。

　食事では い ろ い ろの 栄養素が体内に とりこ まれ て 、それぞれ役 目を果た します 。 その 点につ い てお聞

　 きします 。

・
（ ）食品 の ビ タ ミ ン をよ く考える方だ　 （ ）カ ロ リーをよく考えて い る方だ

・ （ ）食品の ミネ ラ ル を よ く考える方だ　 （ ）あま り気 に したこ とはない

・ （ ）そ の他 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ］

☆ サプリメ ン トを利用 され て い る方 、 利用 した い と思 われ る方に つ い て ど うしてか をお聞 きします 。

・ （ ）食事 自体 の 充実が む つ か しい の で 　 （ ）ス トレ ス がますます多くな る の で

・ （ ）薬 を飲 むほ ど で は ない の で 　 （ ）なん とな く調子が良 くな い ように思 うの で

・ （ ）古 くか ら使わ れて来た植物一ハ ーブ類一
に 関心が ある の で

・ （ ）友人や 知人 に良い と聞い た の で 　 （ ）薬局等で すすめ られた の で

・ （ ） その 他 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ］

☆表示な どに つ い てお 聞 き します 。

・ （ ）成分な どをよ く読む

・ （ ）主成分 の外の 合成着色料な どが気に なる

・ （ ）保存料 （防腐剤）な どが気になる

・ （ ）水 なしで 飲む事があ る

・ （ ）製造年月 日や 品質保持期間などは よ く読む

・ （ ）その 他 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ］

《 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 》
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